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八
王
子
駅
北
口
マ
ル
ベ
リ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
延
伸
工
事
に
な
ん
と
１２
億
円
！

　
契
約
金
額
１１
億
２
３
５
０
万
円
の

八
王
子
駅
マ
ル
ベ
リ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
延
伸

工
事
契
約
が
補
正
予
算
と
し
て
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
側
は
「
何
よ
り
も
京
王
プ
ラ
ザ

前
の
交
通
安
全
対
策
」
を
理
由
に
設

置
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

交
通
事
故
は
６
年
間
で
２
件
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
党
市
議
団
５
人
を
含
む
８
人
の
議

員
で
現
地
調
査
・
検
討
を
重
ね
、「
信

号
機
で
十
分
解
決
で
き
る
」
と
判
断
、

市
長
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
間
の
「
駅
前
改
善
協
議
会
」

で
は
旭
町
・
明
神
町
開
発
に
よ
っ
て
は

ブ
リ
ッ
ジ
の
撤
去
、移
転
の
可
能
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
八
王
子
駅
南
口
再
開
発
も
、こ
の

ブ
リ
ッ
ジ
延
伸
も
国
の
交
付
金（
社
会

資
本
整
備
交
付
金
）の
対
象
事
業
で

す
。
実
は
南
口
再
開
発
で
こ
の
交
付

金
を
規
定
よ
り
超
え
て
使
っ
て
い
た
こ

と
が
判
明
。
他
に
新
た
な
事
業
を
全

額
市
費
で
行
い
、交
付
金
を
使
っ
た
よ

う
に
見
せ
な
け
れ
ば
、南
口
再
開
発

で
使
っ
た
国
の
交
付
金
20
億
円
の
う

ち
、規
定
を
超
え
た
5
億
3
千
万
円

を
国
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
態
に
。
そ
の
返
還
を
免
れ
る
た
め

の
事
業
が
、こ
の
マ
ル
ベ
リ
ー
ブ
リ
ッ
ジ

延
伸
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
、党
市
議

団
は
決
算
認
定
の
反
対
討
論
で
も
追

及
し
ま
し
た
。

　
会
計
検
査
院
か
ら
も
、国
の
こ
の

よ
う
な
交
付
金
の
交
付
の
仕
方
に
つ

い
て
、問
題
で
あ
る
と
指
摘
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
契
約
議
案
は
、自
民
、公
明
、民
主

な
ど
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
辻
つ
ま
合
わ
せ
の
税
金
の

ム
ダ
づ
か
い
を
こ
れ
以
上
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、引
き
続
き
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
開
発
い
か
ん
で
は
撤
去
の
可
能
性
も

南
口
再
開
発
で
使
い
す
ぎ
た
国
の
交
付
金
。

そ
の
辻
つ
ま
合
わ
せ
に
こ
の
事
業

　
九
月
十
日
か
ら
十
月
十
八
日
ま
で
第
3
回
定
例
会
が
開
か
れ
、補
正
予
算
や
契
約
議
案
、

決
算
の
審
査
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
定
例
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

八王子合同法律事務所の
弁護士が対応します。
事前に予約が必要です。

11・12月の無料法律相談

○ 11月8日（木）19時 ～

○ 11月15日（木）13時 ～

○ 11月21日（木）19時 ～

○ 12月6日（木）13時 ～

○ 12月6日（木）19時 ～

お気軽に
相談を！

予約は、657ー2786（アオヤギ自宅）か
　　　　642ー6344（地区委員会）まで

尖閣諸島・竹島は歴史上も国際法上も日本の領土。
解決は冷静な話し合いで

小中学校の就学援助が増加傾向に

　自民党会派から「香港民間団体による領海
侵入及び尖閣諸島不法上陸に関する意見書」「李

明博大統領の言動に抗議し、政府に対韓国外

交の見直しを求める意見書」が提出されました。

　私は、前者の意見書が全体的に物理的対応

を主眼とし緊張を激化させるものとなっていると指

摘し、反対討論を行ないました。

　後者の竹島の意見書では、「従軍慰安婦問

題は完全に解決」「朝鮮王室儀軌返還は韓国

に対して過剰に配慮」など歴史認識に誤りがあ

る内容となっています。残念ながらこの2つの意

見書は賛成多数で可決されています。

　領土問題は、日本の侵略戦争の真剣な反省

のもとに、歴史的事実、国際的道理を冷静に説

き、理解を得ることがいまこそ必要だと考えます。

　文教経済委員会の決算分科会で私は、小

中学校の就学援助の推移を質問しました。下

のグラフのように年々増加傾向にあり、中学校

では平成23年度は20％に達しました。平成22

年度には、クラブ活動費、

生徒会費、ＰＴＡ会費の

3品目が新たに対象とな

りました。八王子市でも

実施をするようにと求め

たところ、「検討する」と

の答弁がありました。　

　子どもの貧困が社会

問題化する中、貧困を

子どもに引きつがせない

更なる対策が必要です。

就学援助認定者数（各年度3月31日現在）

決算分科会から

今年4月、8人の議員と専門家との
現地調査

信号で解決出来る

歩行者専用信号
　46秒

車10秒

車・
46
秒

現在
の状
況

車
8
秒 歩

行
者

歩
行
者
１８１８
秒秒

歩
行
者
１８
秒

↑↑↑↑

↑↑↑↑

↑↑↑↑

↑↑↑↑

↑↑

地下入口

京王
八王
子駅

三井住友
海上
八王子ビル

JR八王子駅北口
ロータリー

京王プラザホテル

（西東京）
（京王）

歩行者専用信号を2カ所設置し、
歩行者46秒、車18秒にする
ことで十分安全がはかられます

コインパーク

保健所前の信号は歩行者20秒、
車が40秒ですからここでは
人だまりはほとんどできません



高尾パークハイツ

　「
小
中
学
校
に
専
任
の
司
書
配
置
を
求
め

る
請
願
」
が
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
、
文
教

経
済
委
員
会
で
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
「
継
続
」
に
な
り
、
11
月
の
委
員
会
で

再
度
審
査
さ
れ
ま
す
。

　
委
員
会
当
日
は
多
く
の
傍
聴
者
が
議
論

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
学
校
図
書
館
司
書
は
、
都
内
23
区
、
26

市
で
も
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
専
任
の
司
書

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
八
王
子
市
の
現
状
は
、
2
人
の
図
書
館
サ

ポ
ー
タ
ー
（
司
書
資
格
）
が
市
内
1
0
8

校
を
1
年
に
約
20
校
ず
つ
5
年
間
で
全

校
を
巡
回
す
る
と
い
う
も
の
。
今
年
度
は
、

新
た
に
6
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
ま

し
た
が
、「
専
任
の
司
書
」
に
は
ま
だ
ま
だ

足
り
ま
せ
ん
。

　
学
校
図
書
館
司
書
の
役
割
は
、
大
き
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
が
昨
年
視
察
で
行
っ

た
鳥
取
市
で
は
、
授
業
で
図
書
を
使
う
「
調

べ
学
習
」
の
た
め
の
図
書
の
選
定
を
司
書
が

行
っ
た
り
、
ま
た
図
書
館
の
蔵
書
の
入
れ
替

え
や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
も
進
め
ら
れ
、
新
し

い
本
の
選
定
も
進
み
、
図
書
の
貸
し
出
し
も

進
ん
だ
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
が
本
を
よ
く
読
む
よ
う
に
な
り
学
力

も
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
に

名
を
借
り
た
残
土
事
業
は

許
さ
れ
な
い
！

学
校
図
書
館
に
専
任
の
司
書
を

市
民
か
ら
請
願
署
名
6
7
1
3
筆
提
出

鳥取市の学校図書館

レイアウトも工夫されています。

司書の方がバーコードを
読み取って本を貸し出す

　
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
高
尾
の
団
地
に
隣
接
し
た

谷
戸
を
建
設
残
土
で
埋
め
、
サ
ッ
カ
ー
場
や

野
球
場
等
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
開
発
計
画
が
浮

上
。
大
き
な
問
題
と
な
り
、
川
町
近
隣
で
は

「
環
境
を
守
る
会
」
を
結
成
し
建
設
中
止
を

求
め
る
署
名
運
動
な
ど
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
計
画
に
よ
る
と
残
土
の
持
ち
込
み
量
は
、

10
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
12
万
台
分
に
の
ぼ
り
、

埋
め
立
て
の
高
さ
は
38
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
と

し
て
い
ま
す
。
計
画
地
は
大
沢
川
の
源
流
と

な
っ
て
お
り
、
ト
ウ
キ
ョ
ウ
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
や
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
生
息
す
る
貴
重
な
自
然

と
緑
が
残
っ
て
い
ま
す
。
残
土
の
持
ち
込
み
は

十
月
二
一
日
の
T
V（
写
真
）
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
た
よ
う
に
周
辺
へ
の
影
響
が
心
配
で
す
。

　
市
は
昨
年
、
良
好
な
自
然
環
境
と
農
業

環
境
の
保
全
を
図
る
と
し
て
「
市
街
化
調
整

区
域
の
保
全
に

向
け
た
適
正
な

土
地
利
用
に
関

す
る
条
例
」
を

定
め
ま
し
た
。

党
議
員
団
は
、

本
条
例
の
精
神

を
生
か
し
、
緑

と
環
境
を
守
る

よ
う
強
く
要
請

し
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
議
案
提
案
権
を
使
っ
て
「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
化
促
進
条
例
」
を
本
会
議
に
提
案
し
ま
し
た
。

条
例
案
は
都
市
環
境
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
11
月
の
委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま
す
。    

日
本
共
産
党
市
議
団
　
議
案
提
案
権
を
使
っ
て

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
化
促
進
条
例
を
提
案

　「
東
京
四
大
地
震
の
被
害
想
定
」
は
こ
れ

ま
で
の
想
定
を
は
る
か
に
超
え
、
大
地
震
へ

の
備
え
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
木

造
住
宅
な
ど
に
は
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修

工
事
費
用
の
助
成
が
あ
り
ま
す
が
、
旧
耐

震
基
準
で
建
築
さ
れ
た
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は

こ
れ
ら
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
（
特
定
の
沿
道

建
築
物
に
は
助
成
開
始
）。
対
象
と
な
る
マ

ン
シ
ョ
ン
は
お
よ
そ
７０
棟
前
後
。
大
地
震
で
マ

ン
シ
ョ
ン
が
倒
壊
す
れ
ば
、
そ
の
周
辺
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
党
議
員
団
は
、
6
月
議
会
で
23
区
と
町

田
市
、
武
蔵
野
市
が
助
成
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
、
本
市
で
創
設
を
求
め
ま
し

た
が
、
市
長
は
「
調
査
研
究
し
た
い
」
と
い

う
切
迫
感
の
な
い
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
党
議
員
団
は
、
今
後
予
測
さ
れ

て
い
る
大
震
災
の
発
生
に
備
え
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
、
住
民
の
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
条
例
を
提
案
し
ま
し
た
。
条
例
案
は

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
、
管
理
組
合

に
対
す
る
情
報
提
供
や
支
援
を
定
め
、
耐
震

化
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と

な
ど
を
規
定
し
て
い
ま
す
。


